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令和元年台⾵第19号等による災害からの避難に関するワーキンググループ

（第2回）資料より
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住民向けアンケート概要
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対象：台風第19号により人的被害が生じた市町村のウェブモニター
人数：3,078人
形式：選択式（一部記述式）
実施日：令和2年1月11日（土）～13日（月）

性別

年代



○ 台風１９号接近当時の、あなたのお住まいの市町村をお答えください。
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その他 3

n=3078



19.9% (132) 23.6% (156) 56.5% (374)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

災害に備えて、自宅以外の場所に避難した

災害に備えて、自宅の上階等に避難した

避難しなかった（普段どおりの生活をつづけた）

Q1 避難したか

4

＜分析・考察＞
• ハザードマップ等を見たことがあり、かつ自宅が洪水の危険又は土砂災害の危険がある区域(浸水想定区域、土砂災害警戒

区域等)に入っていると回答した人のうち４割強の人がなんらかの避難行動を行った。

• ハザードマップ等を見たことがない、自分が住む市町村ではハザードマップ等が公表されていないと回答した人のうち、何ら
かの避難行動を行った人は１～２割であり、ハザードマップ等を見たことがあり、自宅の災害リスクを認識していた人とそうで
ない人とでは避難行動に大きな差がある。

n=535

n=668

6.7%(45)

3.4%(3)

9.7%(65)

8.0%(7)

83.5%(558)

88.6%(78)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハザードマップ等を見たことがない

自分が住む市町村ではハザードマップ等が公表されてい

ない

災害に備えて、自宅以外の場所に避難した

災害に備えて、自宅の上階等に避難した

避難しなかった（普段どおりの生活をつづけた）

n=283

n=88

４割強

１～２割

どのような避難行動を
とったか

どのような避難行動を
とったか

４割強

ハザードマップ等を見たことがあり、かつ自宅が洪水の
危険又は土砂災害の危険がある区域(浸水想定区域、
土砂災害警戒区域等)に入っている



Q2 いつ避難したか

1.6% (4)
4.0% (10)

9.9% (25)
18.6% (47)

2.4% (6)
10.3% (26)

25.3% (64)
22.1% (56)

1.2% (3)
1.6% (4)
0.8% (2)
2.4% (6)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10⽉11⽇（⾦） 0〜5時台
10⽉11⽇（⾦） 6〜11時台
10⽉11⽇（⾦） 12〜17時台
10⽉11⽇（⾦） 18〜23時台
10⽉12⽇（⼟） 0〜5時台
10⽉12⽇（⼟） 6〜11時台
10⽉12⽇（⼟） 12〜17時台
10⽉12⽇（⼟） 18〜23時台
10⽉13⽇（⽇） 0〜5時台
10⽉13⽇（⽇） 6〜11時台
10⽉13⽇（⽇） 12〜17時台
10⽉13⽇（⽇） 18〜23時台
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34.0 60.1 5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10⽉11⽇（⾦） 10⽉12⽇（⼟） 10⽉13⽇（⽇）

＜分析・考察＞
• 立退き避難をした人のうち、まだそれほど降雨が強くない１０月１１日の段階から３割以上の人が避難
※地域ごとの避難の特徴は特段見られなかった

n=253



60.7% (68)
46.4% (52)

42.0% (47)
15.2% (17)
14.3% (16)

10.7% (12)
7.1% (8)

3.6% (4)
2.7% (3)
4.5% (5)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そこに避難するよう指定されているため
近いため

安全であるため
大勢を受け入れてもらえるため

市町村からの防災情報が入手できるため
近隣の人が行くため

近くて安全な場所に親戚や友人宅がないため
親戚や友人に迷惑をかけたくないため

避難を支援してくれる人が来たため
その他

Q3 どこに避難したか
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＜分析・考察＞
• 自宅以外の場所に避難した人のうち44.3%の人が「市町村が指定した避難場所・避難所」に避難した。
• そのうち約６割の人がそうした理由の一つとして「そこに避難するように指定されているため」を挙げている。
• 親戚・友人宅に避難した人は31.2%であった。

約6割

44.3% (112) 9.1% (23) 31.2% (79)

5.9% (15)

9.5% (24)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市町村が指定した避難場所・避難所
地域で決めた場所
親戚・友人宅
民間施設
その他

44.3% 31.2%どこに避難したか

なぜ市町村が指定した
避難場所・避難所に

避難したか

n=253

n=112



59.2% (113)
25.1% (48)

19.4% (37)
17.3% (33)
16.2% (31)
14.1% (27)

40.8% (78)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険なことがあった

道路が冠水して運転中に路面が見えにくかった

風が強くて動きにくかった

大雨、山道、停電、夜間により視界が限られた

普段より移動に時間がかかった

遠回りする必要があった

特に危険なことはなかった

17.8% (45) 75.5% (191) 6.7% (17)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

徒歩 自動車 その他

Q4 避難の手段

n=253

＜分析・考察＞
• 車で立退き避難した人が75.5%おり、そのうち、「避難先まで安全にいけると思った」ために、車を選択した人は約６割おり、車で
の移動途中に何らかの危険性があった人は約６割であった。

• 大雨、洪水時の車での移動は安全なように思われているが、安全とは感じられていない人もいた。

なぜ自動車を選んだか

58.1% (147)
46.2% (117)

32.8% (83)
23.7% (60)
24.9% (63)

17.0% (43)
17.8% (45)

5.1% (13)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

避難先まで安全に行けると思ったため
避難先まで早く行けると思ったため

避難先まで家族や友人と一緒に行けるため
避難先まで遠いため

避難手段が他にないため
自動車が大事だから

平時からその手段を使っているため
その他

約6割

立退き避難の移動手段

n=191
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避難する途中で危険な
ことはあったか

n=191

約6割

上位回答
（複数回答可）

自動車避難者の場合

75.5%



71.1% (32)
40.0% (18)

35.6% (16)
22.2% (10)

17.8% (8)
13.3% (6)

28.9% (13)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

危険なことがあった

風が強くて動きにくかった

道路が冠水して足元が見えにくかった

普段より移動に時間がかかった

大雨、山道、停電、夜間により視界が限られた

道路が冠水して腰まで浸かって動きにくかった

特に危険なことはなかった

Q4 避難の手段
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避難する途中で危険な
ことはあったか

n=45

約7割

上位回答
（複数回答可）

徒歩避難者の場合



33.8% (1,040) 39.5% (1,217) 17.5% (540) 9.1% (281)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

聞いたことはある（内容はよくわからない）

知っている（レベル分けをしたことを知っている）

理解している（例：どの警戒レベルの時に自分が避難するかわかっている）

知らない

Q5 警戒レベルの認知
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n=3078

＜分析・考察＞
• 警戒レベルの理解の度合いに差はあるものの、９割以上の人が警戒レベルを認知している。

５段階の警戒レベルの
認知

90.9 %

90.9 %



Q6 警戒レベルによりわかりやすくなったか
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n=2797

＜分析・考察＞
• 「非常にわかりやすくなった」、「どちらかといえばわかりやすくなった」を合わせると７割近くの人がわかりやすくなったと回答。

11.9% (333) 55.1% (1,542) 23.6% (660)

5.1% (142) 1.1% (30)

3.2% (90)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

非常にわかりやすくなった

どちらかと言えばわかりやすくなった

変わらない

どちらかと言えばわかりにくくなった

非常にわかりにくくなった

わからない

警戒レベルにより
わかりやすくなったか

67.0 %

67.0 %



17.7% (545) 9.1% (280) 6.8% (209) 66.4% (2,044)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

両方正しく認識 避難勧告のみ正しく認識 避難指示（緊急）のみ正しく認識 両方誤認

21.2% (652)

11.6% (356)

21.6% (664)

4.7% (146)

26.8% (825)

25.4% (783)

10.1% (312)

24.5% (754)

3.7% (114)

17.4% (535)

16.6% (511)

16.4% (504)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1.警戒レベル4 避難勧告(n=3078)

2.警戒レベル4 避難指示（緊急）(n=3078)

避難の準備を始める

まだ避難を開始すべきタイミングではないが自主的に避難する

避難を開始すべきタイミングであり速やかに避難する

避難を開始すべきタイミングを過ぎており身の安全に配慮しつつ速やかに避難する

すでに災害が発生しており命を守る行動をとる

わからない

Q7 警戒レベル４が求める行動
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n=3078

＜分析・考察＞
• 避難勧告は「避難を開始すべきタイミングであり速やかに避難する」、

避難指示（緊急)は「避難を開始すべきタイミングを過ぎており身の安全に配慮しつつ速やかに避難する」が正しい回答
• 正しく認識していた人はいずれも４人に１人程度であった。
• 避難指示(緊急)については「避難を開始すべきタイミングであり速やかに避難する」と誤って認識している人が25.4%と一番割合
として多かった。

• 避難勧告及び避難指示（緊急）の両方を正しく認識していたのは17.7%であった。

避難勧告及び避難指示（緊急）の両方を正しく認識していたのは17.7%

市町村が求める行動は何か

正しい回答4人に1人
25.4%(783)  

避難勧告及び
避難指示（緊急）の認識

n=3078

17.7%(545)  



0.4% (13)

0.4% (12)

7.4% (227)

26.4% (814) 40.0% (1,231) 12.2% (375)13.2% (406)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

警戒レベル1（警報級の可能性）

警戒レベル2（注意報）

警戒レベル3（避難準備・高齢者等避難開始）

警戒レベル4（避難勧告）

警戒レベル4（避難指示（緊急））

警戒レベル5（災害発生情報）

避難しない

Q8 実際に避難する警戒レベル
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n=3078

＜分析・考察＞
• 避難を開始すべきタイミングは警戒レベル4「避難勧告」であるが、

約４割が警戒レベル4「避難指示(緊急)」、
１割強が警戒レベル5「災害発生情報」で避難するとしており、約半数（52.2%）が望ましくない回答をしている。

実際にはどのタイミング
で避難するか

52.2%

＜警戒レベル関係の問の全体考察（Q4からQ7）＞
• ９割の人が「警戒レベル」を認知し、７割が分かりやすくなった、と回答しているが、
警戒レベル４の避難勧告・避難指示（緊急）を正確に理解している人は２割弱であり、約半数が望ましくない回答をしていることから、
一定の周知はなされたものの、その内容が十分に理解されているとは言えない。

52.2%



70.4% (1,634)

30.9% (717)

28.7% (666)

24.8% (575)

20.4% (473)

29.6% (688)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

課題がある

地図の縮尺小さくわかりづらい

とるべき避難行動がわからない

色のグラデーションがわかりづらい

災害リスクがわからない

特にない

21.7% (668) 24.2% (744) 51.3% (1,578) 2.9% (88)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ハザードマップ等を⾒たことがない
⾒たことはあるが、避難の参考にしていない
⾒たことがあり、避難の参考にしている
⾃分が住む市町村ではハザードマップ等が公表されていない

Q9 ハザードマップ等の資料の認知
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n=3078

n=2322

＜分析・考察＞
• ハザードマップを「見たことはあるが、避難の参考にしていない」、「見たことがあり、避難の参考にしている」を合わせると75.5％
はハザードマップ等を見たことがあると回答している。

• ハザードマップ等を見たことがある人のうち、ハザードマップ等に何かしらの課題があると考えている人が約７割近くいる。

ハザードマップ等の課題

ハザードマップ等の災害リスク
を示した資料について

75.5%

７割をグラフ上に表示

75.5%

約７割

上位回答
（複数回答可）



74
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n=2322

24.4%(385)

20.2%(150)

68.3%(1077)

52.2%(388)

7.4%(116)

27.7%(206)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

見たことがあり、避難の参考にしている

見たことはあるが、避難の参考にしていない

入っている 入っていない わからない

Q9 ハザードマップ等の資料の認知

＜分析・考察＞
〇ハザードマップ等を見ているものの、避難の参考にしていない人のうち、27.7%の人は、自宅が浸水想定区域に入っているか

わからないと回答している。
〇ハザードマップ等の更なる活用等が望まれる。

27.7% (206)



Q10 指定緊急避難場所と指定避難所の違いの認知
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n=3078

＜分析・考察＞
• 指定緊急避難場所と指定避難所の違いについて「2種類あることは知っているが、役割の違いは知らない」、「2種類あることも、
役割の違いも知らない」の回答を合わせると約９割を超え、ほとんどの人が違いを理解していない。

9.7% (298) 31.3% (962) 59.1% (1,818)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

2種類あることを知っており、役割の違いも知っている

2種類あることは知っているが、役割の違いは知らない

2種類あることも、役割の違いも知らない

「指定緊急避難場所」と「指定
避難所」の違いについて

約９割

約９割



Q11 「全員避難」の認識
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n=3078

＜分析・考察＞

• 全員避難を「災害の危険がないところにいる人も避難する必要がある」と認識している人が約４割、「わからない」と回答した人が
約２割おり、合わせて約６割の人に適切に伝わっていない。

40.7% (1,252) 39.5% (1,216)

0.6% (18)

19.2% (592)

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

災害の危険があるところにいる人のみが避難すればよい

災害の危険がないところにいる人も避難する必要がある

その他

わからない

「全員避難」が求める行動
は何か

約６割

約６割



45.0% (1,386) 37.9% (1,168)

1.3% (39)

15.8% (485)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

屋外の移動は危険かもしれないので、その場のより安全な上階等に速やかに避難するのがよい

市町村が指定した避難場所等に速やかに避難したほうがよい

その他

わからない

Q12 警戒レベル５が求める行動の認識
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n=3078

＜分析・考察＞
• 警戒レベル5「災害発生情報」について「市町村が指定した避難場所等に速やかに避難したほうがよい」と回答した人が約４割
弱、「わからない」と回答した人が約２割弱であり、合わせて５割強の人に適切に伝わっていない。

「命を守る最善の行動」が
求める行動は何か

約５割

５割強


